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善光寺式阿弥陀三尊像の 問題点 に つ い て

は
じ
め
に

わ
が
国
の
仏
像
彫
刻
史
上、
特
異
な
造
像
の
一
つ
に 、
平
安
時
代
末
期
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
流
行
し
た
善
光
寺
知
来
像、善
光
寺
三
尊
像、
も
し

く
は
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
な
ど
と
呼
ば
れ
る
模
像
群
が
あ
る。
こ
れ

は、
長
野
善
光
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
の
姿
を
写
し
た
像
を
指
す
が、
本
尊

が
絶
対
秘
仏
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
的
に
制
作
が
行
わ
れ
て
お
り、

実
に
不
思
議
な
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る。

こ
れ
ま
で、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い
て、
原
像
の
姿
を
は
じ

め、
形
制
の
淵
源、
現
存
作
例
の
様
式、
制
作
者
や
鋳
造
技
法
な
ど
多
く
の

論
考
が
発
表
さ
れ、
問
題
提
起
は
そ
れ
な
り
に
行
わ
れ
て
き
た
が、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
個
々
の
作
品
を
対
象
に
し
た
も
の
が
多
く、
模
像
と
し
て
の
善

光寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
統
一
さ
れ
た
問
題
点
が、
あ
ま
り
定
まっ
て
いな

い
の
が
現
状
の
よ
う
に
思
わ
れ
る。
そ
れ
は、
飛鳥
時
代
も
し
く
は
白
鳳
時

代
に
遡
ろ
う
創
建
時
か
ら、
平
安
時
代
に
か
け
て
の
善
光寺
の
歴
史
が
不
明

で
あ
る
こ
と、
根
本
と
な
る
原
像、
つ
ま
り
本
尊
が秘
仏
で
あ
る
こ
と、
全

国
に
広
が
る
模
像
の
現
存
作
例
の
作
風
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り、
系
統
立
て
及

び
編
年
が
困
難
で
あ
る
こ
と、
何
よ
り
名
品
が
少
な
く
注
目
度
に
欠
け
る
こ

と
な
ど
が
主
な
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

本
稿
で
は、
善
光寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
字
ん
で
い

る
の
か、
い
ま
い
ち
ど
整
理
を
行
い、
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る。

研
究
の
前
段
階
と
い
え
よ
う
が、
彫
刻
史
上、
傍
流
扱
い
と
さ
れ
が
ち
な
こ

れ
ら
の
像
に
つ
い
て、
今
後
の
積
極
的
な
考
察
を
促
す
と
と
も
に 、
謎
の
多

い
善
光寺
の
信
仰
史
研
究
そ
の
も
の
が
抱
え
る
課
題
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

と
考
え
て
い
る。
な
お、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
は、
画
像
や
版
画、
板

碑
な
ど
の
作
例
も
知
ら
れ
て
い
る
が、
本
稿
は
あ
く
ま
で
彫
刻
を
対
象
と
し

て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い。

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
特
徴

全
国
で
恐
ら
く
数
百
体
に
上
ろ
う
善
光寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
特
徴
は、

す
で
に
多
く
の
論
考
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が、
像
容
に
つ
い
て
改
め
て
確
認

し
た
い。
無
論、
各
像
そ
れ
ぞ
れ
細
か
な
違
い
が
あ
り、
し
か
も
部
分
が
亡

失
し、
当
初
の
形
が
想
像
し
に
く
い
も
の
もあ
る。
な
お、
材
質
は
銅
造
が

一
般
的
で
あ
る
が、
木
造
や
鉄
造、
石
造
な
ど
多
岐
に
わ
た
る。

（
ご

全
体
的
な
特
徴
（
光
背
・

台
座
も
含
む）

三
尊
の
背
後
に 、
大
型
の
舟
形
挙
身
光
背
を
伴
う
一
光
三
尊
形
式
で

やめ
ヲ匂。

① ② 
光
背
は、
中
尊
の
頭
光
中
心
部
に
八
葉
蓮
華
を、
外
縁
に
絡
み
合
う

蓮
華
唐草
文、
さ
ら
に
雲
焔
文、
七
体
の
化
仏
を
配
す
る。

三
尊
の
像
高
は、
中
尊
一
尺
五
す
（
四
0・0
1

六
0・o
m
程

③ 
度） 、
脇
侍
一
尺
前
後
（
三
0・0
1

三
五・O叩
程
度）
と、
中
尊

等
身、
脇
侍
三
尺
（
広
島
県
安
国
寺
像
は
中
尊
一
七
了
一叩 、
脇
侍

一
三
0・om）
に
大
別
さ
れ
る。
ま
た、
中
尊
が
三
五・om
以
下

の
小
像
も
あ
る。

④ 
台
座
は
蓮
華
座
と
桂
座
か
ら
な
る、
臼
型
と
呼
ば
れ
る
形
状
で
あ

る。
さ
ら
に
光
背
と
三
尊
を
載
せ
る
格
狭
間
付
の
方
座
が
付
属
す
る

( 2 ) 
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場
合
も
あ
る。

（
二）

中
尊
（
阿
弥
陀
如
来
像）

蓮
華
座
上
に
立
つ。

の
特
徴

② ①  
右
手
は
屈
腎
し
て
施
無
畏
印 、
左
手
は
垂
下
し
て
第
二 、
三
指
を
伸
ば

し、
そ
の
他
の
指
を
捻
じ
る
万
印
を
結
ぶ。
但
し、
捻
じ
る
指
や、

屈
胃 、
垂
下
の
状
態
が
若
干
異
な
る
例
も
あ
る。

服
制
は、
大
衣
で
両
肩
を
覆
う
形
式、
右
肩
を
偏
杉
で
覆
い 、
大
衣

を
偏
担
右
肩
と
す
る
形
式、
大
衣
で
両
肩
を
覆
い 、
そ
の
下
に
偏
杉

を
着
け
る
三
つ
の
形
式
に
大
き
く
分
か
れ
る

10
ま
た、
そ
れ
ら
の

③ ④ 
内
側
に 、
さ
ら
に
僧
祇
支
を
着
け
る
例
も
あ
る。

頭
髪
は
基
本
的
に
螺
髪
で
あ
る
が、
縄
状
渦
巻
文
に
表
わ
さ
れ
る
例

4b
ふの
’Q

20

（
三）

両
脇
侍
（
観
音
・

勢
至
普
薩
像）

の
特
徴

中
尊
の
左
右
で、
蓮
華
座
上
に
立
つ。

② ①  
胸
前
で
両
掌
を
上
下
で
重
ね
合
わ
せ
る
党
僅
印
を
結
ぶ。
中
に
は
宝

珠
が
包
ま
れ
て
い
る
と
い
う
が、
殆
ん
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る。
但
し、
神
奈
川
円
覚
寺
像
に
は、
そ
れ
ら
し
き
丸
い
形
が
確

認
で
き
る。

① 
上
半
身
は、
天
衣 、
条
白巾
を
着
け、
下
半
身
に
は
裳
と
腰
布
を
巻

く。
裳
の
上
端
を
前
面
に
垂
ら
す
形
制
が
多
い 。

頭
部
は
高
嘗
を
結
い、
毛
筋
を
彫
る。
ま
た、
四
面、
六
面、
八
面

と
いっ
た
多
面
形
の
筒
型
宝
冠
を
戴
く
が、
前
面
に
山
型
の
飾
り
を

④ 

付
け
る
宝
冠
の
形
状
も
知
ら
れ
る。
ま
た、
高
野
山
不
動
院
像
の
よ

う
に、
天
冠
台
の
み
で、
冠
を
戴
か
な
い
例
も
あ
る。

以
上
が
模
像
で
あ
る
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の、
外
観
上
の
主
な
特
徴

で
あ
る。
一
方、
『
扶
桑
略
記』
は、
秘
仏
本
尊
で
あ
る
善
光
寺
如
来
像
の
伝

来
と
姿
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す

30

（
欽
明
天
皇
十
三
年
条）

一
云 。
同
年
壬
申
十
月。
百
済
明
王
献
阿
弥
陀
悌
像。同トス
観
音
勢
至

像。
収 一
表
云 。
臣
問 。
高
法
之
中。
悌
法
最
善。
世
間
之
道。
備
法
最

上。
天
皇
陛
下
亦
臆
修
行。
故
敬
捧
悌
像
経
教
法
師。
附
使
貢
献。
宜

信
行
者 。
出
或
記
云 。
信
濃
園
善
光
寺
阿
弥
陀
悌
像。
則
此
悌
也 。
少

治
田
擁立
天
皇
御
時。
壬
成
四
月
八
日。
令
秦
巨
勢
大
夫
奉
請
送
信
乃

因。
云

。々

以
下
「
善
光
寺
縁
起
云」
と
続
き、
百
済
渡
来
の
阿
弥
陀
三
尊
像
が
難
波

津
に
漂
着
し
た
こ
と、
そ
れ
が
日
本
最
初
の
仏
像
で「
本
師
如
来」
と
号
し、

信
濃
国
水
内
郡
へ
移
し
た
こ
と、
本
像
は
釈
迦
在
世
の
時、
天
竺
月
蓋
長
者

に
よっ
て
鋳
写
さ
れ
た
も
の
で、
そ
れ
が
善
光
寺
三
尊
像
で
あ
る
こ
と、
と

い
っ
た
内
容
を
引
用
し
て
い
る。

一
般
に
普
及
し
て
い
る
『
善
光
寺
縁
起』
は、
応
安、
応
永
縁
起
と
呼
ば

れ
る
室
町
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
・も
の
で
あ
る
が4、
『
扶
桑
略
記』
編
纂
時

に
は、
少
な
く
と
も
縁
起
の
祖
形
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る。

こ
れ
ら
が
『
日
本
書
紀』
欽
明
天
皇
十
三
年
条
の
仏
教
公
伝
の
記
事
を
倣つ

( 3 ) 
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『
日
本
書
紀』

で
は
請
来

て
い
る
こ
と
は、

す
で
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が、

像
を
「
阿
弥
陀」

で
は
な
く
「
釈
迦」

と
し
て
い
る
点
に
大
き
な
違
い
が
見

ら
れ
る。

恐
ら
く
『
扶
桑
略
記』

の
編
者
皇
困
が、

意
図
的
に
尊
名
を
阿
弥

陀
へ
改
め
た
と
思
わ
れ
る
が

い
ず
れ
に
せ
よ
善
光
寺
如
来
像
が、

わ
が
国

最
初
に
も
た
ら
さ
れ
た
由
緒
あ
る
像
で
あ
る
こ
と
が
世
に
知
れ
渡
り、

信
仰

に
も
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
ろ
う。

残
念
な
が
ら 、
『
扶
桑
略
記』

が
記
す

像
の
形
制
に
関
す
る
情
報
は、

僅
か
法
量
の
み
で
あ
る。

だ
が、

そ
れ
に
則

り、
中
世

の
模
像
造
立
が
具
現
化
し、

徐
々
に
外
見
的
な
特
徴
が
定
ま
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る。

『
扶
桑
略
記』

に
続
く
関
係
史
料
と
し
て
は、

十

世
紀
末
の
『
覚
禅
紗』

巻
第
七
（
阿
弥
陀
下）
「
普
光
寺
像」

が
上
げ
ら
れ
る。

本
図
は、

現
存
す
る

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
に
共
通
す
る
特
徴
を
耐
え
て
お
り
（
図
1） 、

具
体

的
な
図
像
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
が、

秘
仏
本
尊
を
写
し
た
も
の
と
は
到

底
考
え
ら
れ
な
く、

当
時
す
で
に
流
布
し
て
い
た
模
像
の
一
つ
を
粉
本
に
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る。

『党禅紗j 巻第七 「善光寺像j図 1

模
像
造
立
の
始
ま
り
と
流
行

平
安
時
代
以
前
の
善
光
寺
の
歴
史
が
不
明
で
あ
る
こ
と
は、
す
で
に
触

れ

た
が、

少
な
く
と
も
十
二
世
紀
前
半
か
ら
信
仰
は
活
発
に
な
っ
て
き
た
よ
う

で、

重
源
や
覚
忠
と
い
っ
た
著
名
人
の
参
詣
が
続
く。

そ
れ
は、

本
尊
善
光

寺
如
来
へ
の
信
仰
の
隆
盛
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が、

こ
の
頃
に

は、

す
で
に
秘
仏
化
さ
れ
て
い
た
ら
し
い。

こ
の
よ
う
な
信
仰
の
契
機
と

一
八
七） 、

源
頼
朝
に
よ

な
っ
た
最
も
決
定
的
な
出
来
事
は、

文
治
三
年
（
一

る
善
光
寺
再
興
で、

以
後
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
善
光
寺
信
仰
を
大
き
く
発
展

さ
せ
る
こ
と
に
な
る。

再
興
の
命
に
つ
い
て、
『
吾
妻
鋭』

で
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る

50

（
七
月）

廿
七
日 、

一内
寅 。

信
濃
図
善
光
寺 。

去
治
承
三
年
廻
禄
後。

有
再
興
沙
汰
之
問 。

妹
可
加
合
力
之
由 。

被
仰
付
諸
人
云
々 。

其
状
云 。

下

信
濃
園
庄
園
公
領
沙
汰
人
等
所

可
早
結
縁
助
成
善
光
寺
造
営
問
土
木
人
夫
事

右
件
寺 。

霊
験
殊
勝
伽
藍
也 。

草
創
年
官 。

堂
宇
破
駿 。

加
之
動
有
火

災
之
難 。

礎
石
之
外
更
無
残。

有
情
之
輩
何
不
歎
此
事 。

早
園
中
不
云

庄
園
公
領。

一
味
同
心
与
力
於
勧
進
上
人。

土
木
之
問 。

励
出
人
夫。

令
終
其
功。

若
不
奉
加
此
功
之
者。

不
可
有
所
知
領
掌
之
儀
之
状
如

件。

以
下。

文
治
三
年
七
月
廿
七
日

（
以
下
略）

こ
れ
に
よ
れ
ば、

再
興
以
前
の
善
光
寺
は
堂
宇
が
破
壊
さ
れ、

さ
ら
に
火

( 4 ) 
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災
（
治
承
三
年
・

一
一
七
九）
に
よっ
て
礎
石
以
外
は
何
も
残
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う、
か
な
り
荒
果
て
た
様
子
で
あっ
た
ら
し
い。
そ
し
て、
信
濃
国

の
公
領
や
領
主
に、
勧
進
上
人
に
協
力
し、
人
夫
を
提
供
し
て
善
光
寺
造
営

に
尽
く
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る。
さ
ら
に、
翌
二
十
八
日
に
は、
勧
進
憎
か

ら
信
濃
国
司
の
代
理
と
な
る
目
代
へ、
同
内
容
の
奉
書
を
送っ
て
い
る。
そ

し
て
建
久
二
年
（
一
一
九
二
に
憂
茶
羅
供
の
記
事
が
見
え
る
こ
と
か
ら、

一
応
の
伽
藍
の
体
裁
が
整っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る。
さ
ら
に、

再
興
の
命
を
下
し
て
か
ら
七
年
後
の
建
久
六
年
（
一
一
九
五） 、
頼
朝
が
参
詣

の
意
向
を
発
表
し
て
い
る60

一
方、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
造
立
は、
尾
張
国
の
僧
定
尊
に
よ
る

も
の
が
最
も
早
い
史
料
で、
『
善
光
寺
縁
起』
「
定
尊
沙
門
新
悌
冶
錆
弁
如
来

拝
見
事」
に、

・
建
久
五
年
（
一
一
九
四）
閏
四
月
六
日、
尾
張
固
定
尊
は
一
千
部
の
念
仏

読
経
を
終
え、
善
光
寺
如
来
像
の
使
者
を
夢
で
見
る。
そ
の
後、
善
光
寺

へ
参
詣
し、
三ヶ
月衆
議
す
る。

・
同
年
十
月
十
五
日、
夢
で
如
来
を
拝
見
し、
「
慈
尊
出
世
不
遠。
三
曾
暁
有

近。
其
間
沈
生
死
海。
日
本
国
衆
生
皆
不
堕
三
途
欲
利
益。
汝
速
勧
進
一

切
衆
生
冶
鋳
我
形
像
於等
身
云

。々」
と、
託
宣
を
受
け
る0

・
翌
建
久
六
年
（
一
一
九
五）
四
月
二
十
一
日、
知
来
が
燈
明
法
師
の
夢
枕

に
立
ち、
定
尊
に
拝
さ
れ
た
い
と
告
げ
た
た
め、
同
月
二
十八
日、
定
尊

に
拝
ま
せ
る
こ
と
に
し
た。
そ
の
時
三
躯
の
印
相
は
尋
常
で
な
かっ
た
と

す
る。

そ
の
姿
を
写
し
た
定
尊
は、
そ
の
後
四
万
八
千
七
百
余
名
よ
り
勧
進
し、

同
年
五
月
十
五
日
に
中
尊
を、
六
月
二
十
八
日
・

二
十
九
日
に
三
尺
の
観

音
・

勢
至
菩
薩
像
を
冶
鋳
し
た。

と
いっ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る70

と
こ
ろ
で、
山
梨
善
光
寺
像
は
光
背
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の、
三
尊
が

揃っ
た
秀
作
で、
中
尊
一
四
七・二畑 、
両
脇
侍
と
も
に
九
五叩
前
後
の、
い

わ
ゆ
る
等
身
像
及
び
三
尺
像
と
し
て
知
ら
れ
る80
左
脇
侍
の
右足
ホ
ゾ
に

は
「
建
久
六
年
恥」 、
さ
ら
に
は
左
肩
矧
ぎ
面
に
発
願
者
名
ら
し
き
「
蓮
阿」

の
字
が
刻
ま
れ、
基
準
作
例
と
し
て
も
重
要
視
さ
れ
る。
本
像
は
永
禄
年

間
（
一
五
五
八
1

六
九） 、

武
田
信
玄
に
よっ
て
甲
州
へ
遷
さ
れ
た
と
さ
れ
る

が、法
量
と
紀
年
銘
か
ら、
定
尊
造
立
仏
と
の
見
方
も
強
く、
今
後
さ
ら
に

検
討
す
べ
き
作
品
で
あ
る。

定
尊
に
続
き
模
像
造
立
を
行っ
た
の
が
浄
蓮
上
人
源
延
で、
や
は
り
『
善

光
寺
縁
起』
の
「
浄
蓮
上
人
源
延
知
来
奉
拝
見
事」
に
次
の
内
容
が
記
載
さ

れ
る90

・
伊
豆
国
の
源
延
は、
毎
年
二
度
三
度
善
光
寺
知
来
を
参
詣
に
訪
れ
て
い

た。
・

承
久
三
年
（
一
二
二
一）
二
月
二
十
二
日、
二
十
四
日、
夢
で
知
来
に
持

す
る。

・
善
光
寺
の
僧
が、
源
延
に
拝
さ
れ
た
い
と
如
来
の
示
現
を
受
け
た
た
め、

同
年
三
月
二
日、
源
延
に
持
ま
せ
る
こ
と
と
し
た。

・
源
延
が
拝
し
た
知
来
像
は
「
知
来
御
色
知
濃
紫
色。
御
長
一
尺
五
寸
計。

右
御
子
施
無
畏
印。
肩
奇
持
之
御
指
末
微
屈
給。
左
御
手
如
万
印。
大
指

( 5 )  
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無
名
指
相
去
二
分
計
持
之 。
二
菩
薩
同
住
賓
冠。
般
若
党
僅
印
也 。」

あっ
た
と
い
う。
源
延
は
こ
の
姿
を
絵
に
描
い
た。

－
後
に、
絵
像
を
手
本
に
木
彫
像
を
造
立
（
仏
師
は
越
前
法
橋
海
縄） 、
冶
鋳

し、
同
年
五
月
十
五
日
に
完
成
さ
せ
た。

は
る
か
に
詳
細
な
像
容
を
記

し
て
い
る。
し
か
し、
定
尊
が
夢
告
に
よっ
て
造
立
し
た
像
は
等
身
像、
源

延
が
拝
し
た
像
は
「
扶
桑
略
記」
が
記
す
よ
う
一
尺
五
寸
で
あ
る
と
い
う。

恐
ら
く、
こ
の
頃
す
で
に
造
立
が
広
まっ
て
い
た、
通
形
の
銅
造
善
光
寺
式

と、
定
尊
が
拝
し
た
善
光
寺
加
来
像
よ
り
も、

阿
弥
陀
三
尊
像
の
姿
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
の
で
あ
ろ
う。
源
延
は
伊
豆
走
湯

山
の
重
要
人
物
で、
源
頼
朝
と
妻
政
子
と
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り、
善
光寺

信
仰
の
普
及
に
努
め
た
勧
進
聖
で
あっ
た
ら
し
いm o
い
ず
れ
に
せ
よ、
こ

の
よ
う
な
説
話
の
成
立
も
後
押
し
し、
模
造
の
流
行
は
各
地
に
広
ま
り、

十
三
世
紀
前
半
に
は、
都
で
も
盛
行
ぶ
り
を
見
せ
るu o

さ
ら
に、
大
僧都
良
訓
に
よ
る
『
古
今
一
陽
集』
（
西
之
部）
に
は
「
善
光

寺
知
来
模
像」
造
立
に
関
し
て、

金
玉
抄
第
一
日 、
或
人
目 、
西
明
寺
殿 、
制一Ml

一四一問一日州市十料一
判明
善
光
寺

知
来
直
拝
度
由
有
仰、
彼
寺
別
嘗
云 、
直
御
拝
有、
御
命
可
失
由
申

也 、
而
西
明寺
仰、
設
有
漏
依
身
章 、
無
漏
悌
髄
永
不
可
朽 、
其
時
別

嘗
御
厨
子
渡
申 、
西
明
寺
殿
直
御
戸
開、
如
来
探
給、
人
膚
様
温
御

座、
其
時
如
来
寸
尺
取、
六
十
六
躍
鋳
立、
六
十
六
箇
園
御
安
置云云 。

と
い
う、
北
条
時
頼
（
最
明
寺
殿）
が
六
十
六
体
の
模
像
を
造
立
し
て で

六
十
六
ヶ

所
に
安
置
し
た
記
事
が
見
え
るロ 。
こ
れ
に
つ
い
て、
服
部
清
道

氏
は
源
延
の
模
像
造
立
と
併
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
「
之
は
源

延
侍
説
と、
『
太
平
記』
の
『
時
政
参
龍
擾
島
事』
の
僚
に
記
さ
れ
て
ゐ
る、

北
条
四
郎
時
政
の
六
十
六
部
の
信
仰
停
説
と
を
混
合
し
て
時
頼
に
附
曾
せ
し

め
た
や
う
に
思
は
れ
る。」
と
す
る日 。

時
頼
は、
建
長寺
建
立
や
晩
年
の
出
家
な
ど
仏
教
へ
の
信
仰
が
篤
かっ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
が、
同
時
に、
不
断
経
衆、
不
断
念
仏
衆
の
料
を
善
光寺
に
寄

進
す
る
な
ど、
善
光
寺
に
対
す
る
信
仰
心
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
るu 。

『
古
今
一
陽
集』
の
成
立
は
江
戸
時
代
で
あ
り、
六
十
六
体
の
模
像
造
立
の
信

湿
性
に
つ
い
て
は
後
考
が
倹
た
れ
る
が、
少
な
く
て
も
模
像
造
立
の
隆
盛
を

知
る
記
事
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
い
え
よ
う。

で
は、
現
存
す
る
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か。
善
光

寺
式
阿
弥
陀
三
尊
は、
比
較
的
銘
文
を
刻
む
も
の
が
多
く、
特
に
十
三
世
紀

半
ば
以
降、
継
続
的
に
制
作
さ
れ
て
いっ
た。
建
久
六
年（
一
一
九
五）
の、

現
存
最
古
の
紀
年
銘
を
持
つ
の
が、
前
掲
の
山
梨
善
光寺
像
で、
通
例
の
善

光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
中
で
は
異
例
な
等
身
大
で
あ
る
こ
と、
他
に
類
例

を
見
な
い
独
特
の
作
風
を
持
つ
こ
と
で
注
目
さ
れ
る。
一
方、
同
じ
く十
二

世
紀
末、
鎌
倉
初
期
の
制
作
と
思
わ
れ
る
滋
賀
善
水
寺
像
や
島
根
善
光寺
像

な
ど
は、
大
き
さ
は
も
と
よ
り、
山
梨
善
光
寺
像
と
は
全
く
異
なっ
た
作
風

を
見
せ
て
い
る。
こ
の
よ
う
に、
同
時
代
（
特
に
初
期）
で
も
各
像
そ
れ
ぞ

れ
が
個
性
的
で、
共
通
点
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
し、
ド
ナ
ル

ド
・
F
・

マ
ッ

カ
ラ
ム
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
特
異
性
と
多
様
性
が
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は、
模
造
の
伝
統
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て、
基
準
と
な
る
形

式
の
定
型
が
ま
だ
成
立
し
て
い
な
かっ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る。」

( 6 )  
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と
解
釈
す
る
目 。

前
述
し
た
よ
う
に

『
覚
禅
紗」

以
前
は、

善
光
寺
式
阿
弥

陀
三
尊
像
の
図
像
は
混
乱
し
て
お
り、

成
立
後
は
徐
々
に
共
通
理
解
が
持
た

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る。

そ
の
後
の
形
式
化
さ
れ
た
像、

言
い
換
え
れ
ば
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像

の
典
型
と
し
て
先
ず
上
げ
ら
れ
る
の
は、

東
京
国
立
博
物
館
像
で
あ
ろ
う
（
図

丁
寧
な
造
り
で
あ
る。

2） 。

像
の
一
部
に
後
補
は
あ
る
も
の
の、

全
体
的
に
保
存
状
態
も
良
く、

し
か
も、

建
長
六
年
（
一
二
五
四）

正
月
二
十
日 、

下
野
国
那
須
で
造
立
さ
れ
た
こ
と

よ
っ
て
鋳
模
し
た
こ
と、

二
十
七
歳
の
勧
進
上
人
西
忍
が
夢
告
に

と
い
っ
た
詳
し
い
造
像
背
景
が
刻
ま
れ
て
い
る
点

か
ら
も、

貴
重
な
資
料
で
あ
る。

図 2 善光寺如来像 （善光寺式阿弥陀三尊像） 、 重文、 東京

国立博物館所蔵 ＠ Im叩 ＇ TNM lm•go A"h''" Soc•oo ' htlp＇／川mA"hlm.jp/

善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
像
に
関
す
る
諸
先
学
と
問
題
点

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
研
究
の
難
点
に
つ
い
て、

ド
ナ
ル
ド
・
F
・

マ
ッ
カ
ラ
ム
氏
は、
「
模
像
が
広
く
全
国
に
分
布
し
て
い
る
こ
と、

文
こ
れ

ら
の
像
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
た
か
を
記
録
し
た
文
献
が
少
な
い
こ
と、

更

に
鎌
倉
時
代
後
半
か
ら
一
三
三
O
年
に
か
け
て
の
模
造
の
流
行
が
ど
の
よ
う

な
様
式
展
開
を
と
げ
た
か
と
い
う
課
題
の
系
統
だ
っ
た
調
査
も
な
い
こ
と
な

ど
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
研
究
は
今
後
特
に
必
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ

う。
」

と
述
べ
て
い
る
目 。

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
が、

清
涼
寺
式
釈
迦
如

来
像
と
と
も
に、

鎌
倉
彫
刻
に
お
い
て
模
像
と
い
う
特
殊
な
様
相
を
示
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず、

あ
ま
り
に
範
囲
が
広
く、

し
か
も
煩
純
で
あ
る
乙
と

か
ら 、

踏
み
込
ん
だ
研
究
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た。

像
の
名
称
一
つ
と
っ
て

も、
「
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像」

と
い
え
ば
鎌
倉
時
代
以
降
流
行
し
た
模
像

群
を、
「
善
光
寺
如
来
像」

と
い
え
ば
秘
仏
本
尊
を
指
す、

と
い
う
区
別
が

も
っ
と
厳
密
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が、

半
ば
混
同
し
て
扱
わ
れ
て
き
た

ニ
シ」
4b 、

そ
の
表
れ
と
い
え
よ
う。

秘
仏
本
尊
の
姿
の
推
察
し、

さ
ら
に
は

そ
の
特
異
な
形
制
の
源
流
を
辿
る
た
め、

模
像
群
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
方

法
は
止
む
を
得
な
い
と
言
え
よ
う
が、

両
者
は
造
立
背
景
が
異
な
る
全
く
別

の
像
で
あ
り、

あ
く
ま
で
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を、

改
め
て
認

識
す
べ
き
で
あ
る。

以
上
を
踏
ま
え、

諸
先
学
に
お
い
て、

秘
仏
本
尊
と
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三

尊
像
の
何
を
問
題
点
と
し
て
い
る
の
か、

列
挙
し
て
み
た
い。

( 7 ) 
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（
一）

秘
仏
本
尊
「
善
光
寺
如
来
像」

に
関
す
る
問
題
の
所
在

そ
も
そ
も
実
見
不
可
能
な
秘
仏
本
尊
に
つ
い
て、
彫
刻
史
と
し
て
の
研
究

が
果
た
し
て
可
能
か
ど
う
か
関
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が、
す
で
に
多
方

面
か
ら
幾
つ
か
の
間
題
が
提
起
が
さ
れ
て
い
る。

① 
像
の
存
在
に
つ
い
て

飛
鳥
時
代、
百
済
よ
り
伝
来
し
た
と
い
う
秘
仏
本
尊
は
本
当
に
存
在
す
る

の
か
ど
う
か、
と
い
う
善
光
寺
信
仰
史
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で、
か
な
り

早
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が、
大
正
十
一
年（
一
九
二
二）

発
行
の
『
善
光寺
史
研
究』
か
ら
も
う
か
が
え
る
な
ま
た、
『
実
隆
公
記』

永
正
五
年
（
一
五
O
八）
五
月
十
一
日
条
の
「
信
州
沙
門
戒
順
謹
言
上」
の

記
事
に
も 、
そ
の
存
在
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
次
の
記
事
が
見
ら
れ、
解
釈

が
大
き
く
分
か
れ
る。

（
永
正
五
年
五
月
十
一
日）

信
州
沙
門
戒
順
謹
言上

右
根
本
善
光寺
前
立
新
偶
者、
弘
聖
菩
薩
依
如
来
霊
告
被
造
立
之、

其
故
者、
過
一
千
年
後
本
尊
可
被
移
化
縁
於
夷
嶋 、
其
後
為
衆
生
済
度

可
留
形
埋
ま 、
自
爾
己
来
威
光
不
異
本
側 、
利
益
宛
同
生
身、
然
而

去
文
明
九
年
六
月
廿
四
日
本
堂
炎
上
之
時、
斯
悌
焼
失
託 、
然
而
七
日

之
後
自
灰
中
立
瑞
雲、
放
光
明
之
問、
諸
人
成
奇
持
思、
尋
求
之
処、

此
悌
黄
金
御
首
灰
中
留
給、
愛
戒
順
発
無
二
大
願、
如
元
可
奉鋳
続
之

由
蒙
霊
夢
之
問、
測
所
願
成
否、
於
天
王
寺
一
七
日
令
参
龍祈
精
申
之

処、
於
堺
北
庄
致
勧
進
可
奉
造
立
之
由、
重
蒙
其
瑞
夢
之
間
於
彼
在
所

新
調
之、
文
亀
或
年
卯
月
八
日
遂
其
節
誌
（
以
下
略）

（
文
明
九
年
を
火
災
と
し
て
い
る
が、
文
明
六
年
の
誤
り
と
思
わ
れ
る）

善
光
寺
「
前
立
新
仏」
は
弘
聖
菩
薩
に
よっ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が、
文
明
九
年
（
一
四
七
七）
六
月
二
十
四
日
に
火
災
で
焼
失、
七
日
後、

灰
の
中
か
ら
御
首
が
見
つ
かっ
た。
戒
順
は
霊
夢
に
よっ
て
堺
北
庄
に
て
仏

と
い
う
内
容
で
あ

を
新
調、
文
亀
二
年
（
一
五
O
一一）
に
完
成
し
た
ーー

ヲ＠ 。三
国
伝
来
の
秘
仏
本
尊
は
失
わ
れ
て
い
る、
と
す
る
奥
野
高
虞
氏
は、
こ

の
時
の
火
災
に
よっ
て
脇
侍
二
尊
像
を
含
む
本
尊
が
焼
失
し、
戒
順
が
前
立

を
新
鋳
し
た
と
見
る問 。
牛
山
佳
幸
氏
も
「
前
立
新
仏」
と
は
本
尊
秘
仏
を

指
し、
仏
頭
の
み
を
残
し
て
失
わ
れ
た
と
考
え
る目 。

ま
た、
江
口
正
尊
氏
は、
さ
ら
に
早
い、
治
承
三
年
（
一
一
七
九） 、
堂
宇

と
と
も
に
本
尊
も
焼
失
し
た
と
し、
そ
の
前
立
本
尊
と
し
て
造
立
さ
れ
た
の

が
定
尊
造
立
の
三
尊
像
で
あ
る
と
す
る初 。

一
方、
小
林
敏
男
氏
は
「
戒
順
は
如
来
の
霊
夢
を
う
け
て、
そ
の
前
立
新

仏
の
再
興
に
の
り
だ
す
こ
と
に
なっ
た
と
い
う
こ
と
で、
秘
仏
で
あ
る
善
光

寺
三
尊
の
本
仏
の
焼
失
を
の
べ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う。」
と
し
たれ 。

「
信
州
沙
門
戒
順
謹
言
上」
の
記
事
で
重
要
な
こ
と
は
「
前
立
新
仏」
の
解

釈
で
あ
ろ
う。
秘
仏
本
尊
を
指
す
の
か、
そ
れ
と
も 、
い
わ
ゆ
る
「
前
立」
を

指
す
の
か。
中
世
以
降、
善
光寺
で
は
幾
度
か
火災
に
見
舞
わ
れ
て
お
り辺 、

秘
仏
と
さ
れ
る
創
建
期
か
ら
の
本
尊
が
焼
失
し
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら

れ
る。
ま
た、
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
模
像
造
立
が
流
行
し
た
と
い
う
理
由

も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い。

( 8 )  
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②
像
の
伝
来
に
つ
い
て

善
光寺
史
の
根
本
史
料
『
善
光
寺
縁
起」
に
よ
れ
ば、
秘
仏
本
尊
は
釈
迦

在
世
中、
天
竺
で
造
ら
れ、
百
済
よ
り
献
上
さ
れ
た、
わ
が
国
最
初
の
仏
像

と
い
う
こ
と
に
なっ
て
い
る
が、
そ
の
信
憲
性
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
の
研
究

者
が
疑っ
て
お
り、
寺
の
草
創
事
情
も
含
め
て
史
料
の
検
討
が
繰
り
返
さ
れ

て
き
た。

だ
が、
現
存
す
る
後
世
の
模
像
群
の
形
制
か
ら
想
像
し
て
も、
秘
仏
本
尊

が
飛鳥
時
代
に
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
得
る
こ
と

と
考
え
る。

古
代、
信
濃
は
渡
来
系
氏
族
に
よ
る
文
化
が
形
成
さ
れ
た
地
で
そ

秘
仏

本
尊
で
あ
る
善
光
寺
知
来
像
を
安
置
し
た
本
田
善
光
な
る
人
物
も、
そ
の
よ

う
な
渡
来
人
で
あっ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る。
境
内
か
ら
白
鳳
時
代
の
瓦
が

出
土
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
お
り、
創
建
年
代
は
か
な
り
遡
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
よ
う。
秘
仏
本
尊
の
伝
来
そ
の
も
の
を
解
明
す
る
こ
と
は、
現
段
階

で
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が、
造
立
に
渡
来
人
が
深
く
関
与
し
た
と
い
う
こ

と
は号一口
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

③
 善

光
寺
如
来
像
に
関
す
る
最
も
早
い
論
考
を
発
表
し
た
小
林
剛
氏
が
指
摘

し
て
い
る
問
題
点
で
あ
る。
小
林
氏
は
「
中
尊
の
形
相
に
は
捕
陀
と
し
て
の

何等
明
徴
も
な
い。」
と
す
る
が、
河
内
観
心
寺
の
観
音
菩
薩
立
像
を
例
に、

結
局
は、
脇
侍
像
は
観
音
・

勢
歪
で
あ
り
中
尊
像
は
阿
弥
陀
知
来
と
推
定
し

と
述
べ
ら
れ
たμ 。
だ
が、
一
方
で、
さ
ら
に
考
察
を
深
め、
阿

尊
名
に
つ
い
て

て
よ
い、

弥
陀
知
来
像
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
意
見
も
あ
る。

石
田
茂
作
氏
は
「
善
光
寺
縁
起』
と
『
日
本
書
紀』
に
見
え
る
鉄
明
天
皇

十
三
年 、
百
済
聖
明
王
に
よっ
て
献
上
さ
れ
た
像
の
尊
名
の
違
い
に
着
目

し、
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
や
形
制、
尊
名
変
更
の
背
景
を
提

示
し
た
上
で、
善
光
寺
知
来
像
は、
本
来
は
釈
迦
で
あっ
た
と
し
たお 。
だ

が、
こ
の
問
題
に
つ
い
て、
実
見
が
許
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
結
論
が
出
る
も
の

で
な
く、
解
明
で
き
な
い
問
題
提
起
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い。
従
っ
て、
現

在
の
と
こ
ろ、
善
光寺
加
来
は、
や
は
り
阿
弥
陀
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
考

察
を
進
め
る
ほ
う
が
穏
当
と
言
え
よ
う。

④ 
形
制
の
祖
形
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
一
光
三
尊、
中
尊
の
結
ぶ
万
印、
両
脇
侍
が
結
ぶ
党
箆
印
と

いっ
た、
主
に
三
つ
の
観
点
か
ら
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
形
制
の
淵
源
を

探
る
考
察
が
発
表
さ
れ
て
い
る。

一
光
三
尊
形
式
は、五
世
紀
中
頃
の
大
陸、
北
親 、
及
び
南
斉
で
成
立
し

た
ら
し
い。
中
尊
の
万
印
は、
南
朝
永
明
元
年
（
四
八
三）
銘
石
造
無
量
寿

仏
が
最
初
の
例
で、
続
い
て
六
世
紀
初
め、
北
貌
龍
門
石
窟
賓
陽
中
洞
の
仏

坐
像
（
但
し
一
本
指
の
万
印）
に
表
れ
る。
そ
し
て、
そ
れ
ら
が
わ
が
国
飛

鳥
時
代
の
止
利
派
の
仏
像
へ
受
け
継
が
れ
て
いっ
た
と
い
うお 。
好
例
と
し

て
は、
法
隆寺
献
納
宝
物
の
四
十
八
体
仏
一
四
三
号
像
が、
こ
の
よ
う
な
特

徴
を
備
え、
善
光
寺
知
来、
す
な
わ
ち
秘
仏
本
尊
の
姿
を
街
御
と
さ
せ
る
作

例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

一
方、
秘
仏
本
尊
が
百
済
か
ら
の
語
来
仏
で
あ
る
こ
と
も
鑑
み、
朝
鮮
半

島
に
源
流
を
辿
る
大
西
修
也
氏
に
よ
る
考
察
も
発
表
さ
れ
て
い
る。
氏
は
両

脇
侍
の
覚
障
印
に
着
目
し、
百
済
で
流
布
し
た
『
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害

( 9 )  
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陀
羅
尼
呪
経』
（「
請
観
音
経』）
が
一
光
三
尊
仏、
そ
し
て
善
光寺
知
来
像
の

成
立
に
大
き
く
関
わっ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
宅

他
に
も、
両
脇
侍
の
戴
く
多
面
式
の
筒
型
宝
冠
の
源
流
な
ど、
祖
形
に
関

わ
る
問
題
は
少
な
く
な
い。

（
ニ）

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
に
関
す
る
問
題
の
所
在

①
模
像
造
立
の
起
源
と
伝
播
に
つ
い
て

像
造
立
の
起
源
に
つ
い
て
は、
具
体
的
に
模造
が
行
わ
れ
る
直
前
の、
善

光寺
信
仰
の
隆
盛
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
西
川
新
次
氏
は、
善
光
寺

知
来
は
十
二
世
紀
前
半
に
は
す
で
に
叡
山
や
畿
内
に
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
を

指
摘
す
る
が、
信
仰
に
つ
い
て
は
「
始
め
か
ら
貴
顕
と
結
び
つ
い
た
も
の
で

は
な
く、
稀
有
の
古
仏
に
対
す
る
在
地
の
人
々
の
信
仰
が、
仏
教
伝
来
の
所

伝
と
結
び
つ
い
て
寺
の
発
展
を
促
し、
さ
ら
に
勧
進
聖
の
活
躍
に
よっ
て
郷

か
ら
郷
へ
と
伝
え
ら
れ、
豪
族
や
武
士
に
支
え
ら
れ
な
が
ら、
そ
の
勢
力
を

拡
げ
て
行っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば、
治
承
三
年
（
一
一
七
九）
同
寺

炎
上
後
の
頼
朝
の
助
成
も、
こ
の
よ
う
な
善
光
寺
信
仰
の
あ
り
方
を
踏
ま
え

て
の
こ
と
で
あっ
た
と
想
像
さ
れ
る。」
と
し、
そ
の
特
異
な
表
現
に
つ
い
て

「
一
面
で
は
現
実
に
は
拝
し
得
ぬ
本
師
像
に
学
ぼ
う
と
し
た
古
典
思
慕
の
結
果

と
も
い
え
る
が、
他
面
で
は
往
々
に
し
て
勧
進
聖
あ
る
い
は
願
主
と
地
方
鋳

物
師
と
の
直
結
に
よ
る
と
も
想
像
さ
れ
る
半
素
人
的
造
像
環
境
に
よ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い。」
と
す
る
噌

中
央
で
は、
権
力
者
に
よ
る
第
一
級
の
造
寺
・

造
仏
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る

一
方
で、
地
方
豪
族
や
民
衆
の
中
で
は、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
造
立

が
進
め
ら
れ
て
いっ
た
よ
う
で
あ
る。
人
々
を
模
像
造
立
に
駆
り
立
て
た
背

景
に
は、
諸
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
勧
進
聖
に
よ
る
熱
烈
な
布
教
活
動
が
想

像
さ
れ
る
が、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て、
こ
れ
ら
の
信
仰
が

爆
発
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
明
確
な
理
由
は
未
だ
出
て
い
な
い
と号一口
え
よ

・つ。②
制
作
者
お
よ
び
制
作
場
所
に
つ
い
て

個
別
の
作
品
に
つ
い
て
は、
銘
文
に
よっ
て
発
願
者、
も
し
く
は
制
作
者

名
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い。
鎌
倉
初
期
の
代
表
作
例

と
し
て
知
ら
れ
る
滋
賀
善
水
寺
像
と
東
京
個
人
像
は、
形
状
及
び
作
風
が

非
常
に
よ
く
似
て
お
り、
刻
ま
れ
た
銘
文
の
内
容
も
年
号
（
元
久
三
年
・

一
二
O
六）
も
同
じ
で
あ
る。
た
だ、
鋳
物
師
の
名
の
み
異
なっ
て
い
る
点

に
疑
問
が
残
る
が、
同
一
作
者
に
よ
る
可
能
性
が
強
い。
全
国
的
な
善
光寺

式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
調
査
が
進
め
ば、
こ
の
よ
う
な
作
例
の
存
在
が、
よ
り

明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う。

そ
の
先
駆
け
と
も
な
っ
た
論
考
を
発
表
さ
れ
た
の
が
ド
ナ
ル
ド
・
F
－

マ
ッ

カ
ラ
ム
氏
で、
現
存
す
る
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
分
類
を
試
み、

特
に
着
衣
形
式
か
ら、
あ
る
一
群
が
善
光
寺
門
前
町
の
専
門
工
房
で
制
作
さ

れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た。
そ
の
代
表
作
例
が、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像

の
中
で
も、
特
に
優
れ
た
作
品
と
し
て
名
高
い
高
野
山
不
動
院
像
で、
同
形

式
の
像
が
山
形
県
内
に
数
体
と
栃
木
県
内
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

て
い
る
せ

③
模
像
の
技
法
に
つ
い
て

技
法
に
つ
い
て、
積
極
的
な
考
察
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が、
像
ご
と
に

( 10 ) 
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調
査
報
告
が
発
表
さ
れ
て
い
る。

善
光寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
材
質
は
銅
造
が
主
で
あ
る
こ
と
か
ら、
論
じ

ら
れ
る
の
は
鋳
造
技
法
が
中
心
で
あ
る。
平
安
時
代
後
期
以
降、
鋳
造
仏
は

本
体
と
台
座
な
ど
分
鋳
す
る
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が、
鎌
倉
時
代
以

降
さ
ら
に
発
展
し、
神
奈
川
円
覚
寺
像
の
よ
う
に、
像
（
中
尊）
を
八
つ
に
分

鋳
し
寄
せ
合
わ
せ
る
と
いっ
た、
複
雑
な
構
造
を
持
つ
像
も
出
て
き
た
せ

ま
た、
鎌
倉
時
代
鋳
造
仏
の
原
型
は
木
型
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た

が、
ど
の
よ
う
な
原
型
を
以っ
て
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
が
鋳
造
さ
れ
た

か、
定
まっ
た
条
件
が
あ
る
わ
け
で
な
く、
各
像
様
々
で
あっ
た
と
思
わ
れ

る。
だ
が、
源
延
の
模
像
造
立
の
記
事
は、
ま
さ
に
木
型
原
型
を
用
い
て
い

た
こ
と
を
証
明
す
る
と
言
え、
さ
ら
に
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
に
も、
鋳

造
仏
と、
そ
の
原
型
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
木
彫
仏
が
と
も
に
現
存
す
る

と
の
興
味
深
い
報
告
が
あ
る泊 。
な
お、
山
梨
善
光
寺
像
は
土
型
が
用
い
ら

れ
た
ら
し
く
そ
そ
う
な
る
と
蝋
型
を
用
い
た
例
も、
当
然
あっ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
よ
う。

全
国
に
広
がる
善
光寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
実
査
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る

が、
技
法
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は、
今
後
の
研
究
に
大
き
な
発
展
を
促
す

と
と
も
に、
木
型
原
型
と
なっ
た
木
彫
像
が
新
発
見
さ
れ
る
な
ら
ば、
善
光

寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の
み
な
ら
ず、
彫
刻
史
に
お
け
る
鋳
造
技
法
の
問
題
を

解
い
て
く
れ
る
と
言
え
よ
う。

④ 
模
像
の
寸
法
に
つ
い
て

『
扶
桑
略
記』
に
は、
中
尊
を
一
尺
五
寸、
脇
侍
を
一
尺
と
記
載
す
る。
だ

が、
最
初
の
模
像
造
立、
つ
ま
り
定
尊
像
は
等
身
大
で、
さ
ら
に
甲
府
善
光

寺
像
も
同
大
で
あ
る。

他
に
も、
鎌
倉
時
代
に
遡
る
と
思
わ
れ
る
等
身
大
以
上
の
像
は、
例
え
ば

広
島
安
国
寺
像
（
一
七
一・一叩）
や
宮
城
高
清
水
善
光
寺
像
（
一
五
四・三

叩） 、
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
が、
三
重
龍
興寺（
光
勝寺）
像（
一
二
七・三叩）

な
ど
が
知
ら
れ
る。
勧
進
聖
が
背
負
い、
信
仰
普
及
の
た
め
全
国
を
行
脚
し

た
な
ら
ば、
ポ
ー
タ
ブ
ル
サ
イ
ズ、
つ
ま
り
中
尊
一
尺
五
寸
像、
・も
し
く
は

そ
れ
以
下
が
適
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る。
等
身
像
の
制作
に
は、
恐
ら
く
特

別
な
背
景
が
あっ
た
と
思
わ
れ
る
が、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
未
だ
明
確
で

は
な
いお。

お
わ
り
に

以
上、
彫
刻
史
に
お
け
る
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
の、
共
通
し
た
問
題

の
所
在
を
提
示
し
て
み
た。
但
し、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
も、
決
し
て
単
独

の
も
の
で
は
な
く、
互
い
に
絡
み
あっ
て
い
る
こ
と
が、
改
め
て
認
識
さ
れ

る。
今
後
の
研
究
方
法
と
し
て
は、
地
方
ご
と
丹
念
に
作
例
を
洗
い
出
し、

そ
れ
ら
の
造
立
背
景
も
含
め
な
が
ら、
比
較
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う。
そ
れ
は、
非
常
に
地
道
な
作
業
で
あ
る
が、
謎
の
多
い
こ
れ
ら
の
模
像

群
の
全貌
を
つ
か
む
に
は、
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る。

ま
た、
十
三
世
紀
前
半
の
四
十
三
年
間
（
一
二
O
七
j

四
八） 、
紀
年
銘
を

持
つ
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
が
知
ら
れ
て
い
な
い。
頼
朝
の
再
興
後、
当

然
善
光寺
の寺
運
は
上
昇
し
た
で
あ
ろ
う
し、
承
久
三
年（
一二
二
二
の、

源
延
の
模
像
造
立
を
考
え
る
と、
盛
ん
に
制
作
さ
れ
て
も
決
し
て
不
思
議
で

は
な
い。
こ
の
よ
う
な
空
白
期
間
も
ま
た、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
が
抱

、lノ噌EB－噌EA〆t＼



善光寺式阿弥陀三尊像の問題点 に つ い て

え
る
謎
の
一
つ
で
あ
る。

3主
熊
沢
紀
子
「
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊像
に
つ
い
て
ーー

そ
の
形
式
分
類
と
東
博
所
蔵
の
模
刻
像

美
術
史
研
究

早
稲
田
大
学
美
費
支Z 之

九
八
四
年

2 

鎌
倉
時
代
初
期
の
作
例
で
は、
滋
賀
善
水
寺
像、
東
京
個
人
蔵
像
な
ど
が
知
ら
れ
る。
ま
た、

年
代
が
降
る
作
例
が
多
い
が、
真
宗一一
田
派
寺
院
に
伝
わ
る
像
も、
螺
髪で
な
く
縄
状
渦
巻
文
で

表
さ
れ
て
い
る。
こ
う
いっ
た
渦
巻
文
は、
同
時
代
に
模
造
が
流
行
し
た
清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
の

影
響
で
あ
る
と
の
考
え
も
あ
る。

3 

『
扶
桑
略
記』
第
三、
欽
明
天
皇
十
三
年
十
月
条。

4 
『
統
群
書
類
従』
二
八
釈
家
部、
『
大
日
本
悌
教
金
書」
寺
誌
議
書
第
四。

5 

『
吾
妻
鏡』
第
七 、
七
月二
十
七
日
条。

6 
『
吾
妻
鋭』
第
十
五 、
八
月
二
日
条
に「
二
日
甲
寅 。
放
生
曾
以
後。
可
有
御
参
信
濃
図
善
光
寺。

被
仰
下
云
身 。」
と
見
え
る。
だ
が
同
月
二
十
三
日
に
は、
来
春
に
参
詣
を
延
期
す
る
旨
が
伝
え

ら
れ
て
い
る。
そ
し
て
『
吾
妻
鏡』
に
は
見
え
な
い
が、
「
相
良
家
文
書」
の
「
右
大
臣
善
光
寺

御
参
随丘ハ
日
記」
か
ら、
建
久八
年（一
一
九
八） 、
頼
朝
が
漸
く
参
詣
し
た
と
の
解
釈
が
あ
る（
小

林
計
一
郎
「
善
光
寺
史
研
究」
「
史
料
編」 、
信
濃
毎
日
新
聞
社、
一
一0
0
0
年） 。

7 

「
本
朝
高
僧
伝』
巻
六
八
に
も
同
織
の、
定
尊
冶
鋳
の
記
載
が
あ
る。

8 

本
像
に
つ
い
て
は
実
査
さ
れ
た
倉
田
文
作
氏
の
論
考
が
詳
し
い。
「
甲
州
善
光
寺
の
弥
陀
三
尊

像
に
つ
い
て」
『
信
濃』
二ハ
（
三｝ 、
「
善
光
寺
如
来
考」
『
閣
肇』
八
六
六 、
と
も
に
一
九
六
四

年。
9 

『
本
朝
高
僧
伝』
巻
五
三
に
も
同
様
の、
源
延
模
像
造
立
の
記
載
が
あ
る。

10  

前
掲
注
6、
小
林
計
一
郎
『
善
光
寺
史
研
究」
「
第
一
章

鎌
倉
時
代
の

善
光
寺
略
史
／一二

信
仰
の
は
じ
ま
り」

1 1  
「
明
月
記』
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五）
閏
六
月
十
九
日
条。

（
嘉
禎
元
年）
六
月
十
九
日、
庚
戊 、
終
夜
雨
降、
朝
天
陰。
禅
尼
数
鐙
乗
車
種 、
近
日
可
関

三
尊
像、
近
日
京
中
道
俗
騒
動
植
拝
云
キ、
泰
写
善
光
寺
仏。

12 

『
古
今
一
陽
集』
西
之
部
／
大
経
蔵
条。

13 
化
研 服
究 部
会 消、 道
九 鎌
四 倉
年 於ー るな ま卑
お 光

本 高
起 来争 のが 指
揮 嗣
讐 （三）山 」
開 『
爆 禁
玉 川
に 文
関 化
係 ー
す 二
る l
と 二
は 神
小 奈
林 川
剛 文

氏
に
よっ
て
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
「
何
等
正
確
な
文
献
の
記
載
が
な
い
の
で
あ
る
か

ら、
定
尊
像
と
同
様
に
停
説
と
し
て
の
償
値
し
か
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る。」
と
し
て
い
る

「
善
光
寺
如
来
像
の
研
究」
『
悌
教
美
術』
一
八、
一
九一
三
年）

14 

『
吾
妻
鏡』
第
五
一、
弘
長一二
年
（
一一
一六
三）
三
月
十
七
日
条。

（
弘
長
三
年）
三
月
十
七
日、
丁
酉 、
最
明
寺
禅
室
買
得
信
濃
国
深
田
郷
給、
今
日
寄
付
普
光

寺、
所
被
充
置
不
断
経
衆・
不
断
念
仏
等
柏駅
料
也 。
偏
思
食
来
世
値
遇
云
身 、
（
以
下
略）

15 

ド
ナ
ル
ド
・
F
・

マッ
カ
ラ
ム
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い

て」
『ミュ
l
ジ
ア
ム」
四
四
一、
一
九
八
七
年。

16 

ド
ナ
ル
ド
・
F
・

7ッ
カ
ラ
ム
「
山
形
県
内
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
一
系
統
｜高

野
山
不

動
院
像
と
の
関
係
に
つ
い
て
｜」

「
羽
陽
文
化」
一
二
二、
一
九
八
六
年。

17 

秘
悌
就
て

善
光
寺
史
研
主
善
光
寺
史
研
究
舎
公
友
新
報
社
一
九
二
二
年。

18 

奥
野
高
庚
一一寸
信
濃
善
光
寺
主日
来
仏
王
法
と
仏
法

日
本
歴
史
四
五

九
八
年

19 

牛
山
伎
幸
「
乱
世
に
お
け
る
信
濃
善
光
寺と
善
光
寺
信
仰」
「
蓮
知
上
人
研
究」
思
文
閣
出
版、

一
九
九
八
年。

20 

江
口
正
尊
善
光
寺
仏
試
考

東
日
本
学
園
大
学
教
養
部
論
集

九
八
五
年

21 

設
男
善
光
幸
創
事
情
？ 研
究
史
概
宇
大
東
文
化
大
学
紀
豆

♂じ

九
九

年。
22 

善
光
寺
の
火
災
は
次
の
と
お
り。
（
現
本
堂
の
完
成、
宝
永
四
年
・

一
七
O
七
ま
で）

治
承
三
年
（
一
一
七
九）
三
月
二
十
四
日
（『
善
光
寺
縁
起」
第
四
「
御
回
禄
之
次
第」
に

よ
れ
ば、
金
堂、
図
面
回
廊
等
が
全
焼 、
但
し
如
来
像
は
取
り
出

さ
れ
た
ら
し
い

文
永
五
年
（
一
二
六
八）一二
月
十
四
日

( 12 ) 
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正
和
二
年
（
一
三
三ニ）
三
月
二
十
二
日

応
安
三
年
（
一一二
七
O）
七
月
四
日

応
永
三
十
二
年
（一
四
二
五）
？

応
永
三
十
四
年
（一
四
二
七）
三
月
六
日

文
明
六
年
（一
四
七
四）
六
月
四
日

慶
長
二
十
年
（一
六
一
五）
三
月
三
十
日

寛
永
十
九
年
（一
六
四
二）
五
月
九
日

元
禄
十
三
年
（一
七
O
O）
七
月
二
十一
日

宝
永
二
年
（
一
七
O
五）
五
月
一
日

ま
た、
治
承三
年
以
前
に
も
火
災に
見
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る。

（
前
掲
注
6
小
林
計
一
郎
『
善
光
寺
史
研
究』
「
第
二
章
善
光
寺
の
造
営
／
二
度
重
な
る
火

災
と
復
興」
参
照）

久
野
健
「
日
本
海
よ
り
の
渡
来
文
化」
『
仏
像
風
土
記』
日
本
放
送
出
版
会、
一
九
七
九
年。

23 24 

前
掲
注
目 、
小
林
剛
「
善
光
寺
如
来
像
の
研
究」

石
田
茂
作
「
善
光
寺
知
来
は
阿
弥
陀
仏
に
非
ず」
『
一
志
茂
樹
博
士
喜
寿
記
念
論
集』 、
一
志
茂

25 
樹
先
生
喜
寿
記
念
会
編、
一
九
七一
年。

26 
黒
坂
周
平
善
光
寺
草
創
考
試
論

濃
の
歴
史
と
文
化
の
研
’d』曾
"" 

黒
坂
周
平
先

生
論
文
集』
黒
坂
周
平
先
生
の
喜
寿
を
祝
う
会
編、
一
九
九
O
年。
及
び「
善
光
寺
如
来
の
源
流」

『
善
光
寺
心
と
か
た
ち
｜』

第
一
法
規
出
版、
一
九
九一
年。

27 

大
西
修
也
「
二
章
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
起
源
と
展
開」
『
日
韓
古
代
彫
刻
史
論』
中
国

書
店、
二
O
O
七
年。

28 

西
川
新
次
・

関
根
俊
「
善
光
寺三
尊
の
形
式
を
巡っ
て
l

千
葉
県
下
の
遺
品
を
中
心
に
｜」

『
三
浦
古
文
化』
三
二、一
九
八一一
年。

29 

前
掲
注
目 、
ド
ナ
ル
ド
・
F
・

7ッ
カ
ラ
ム
「
山
形
県
内
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の一
系
統

上品
野
山
不
動
院
像
と
の
関
係
に
つ
い
て
｜」

後
に
小
林
計一
郎
氏
が
新
た
に
長
野
県
内
の
像
を
追
加、
五
体
の
作
例
を
紹
介
し、
こ

れ
を
「
善
光
寺
門
前
式」
と
命
名
さ
れ
た
（「
普
光
寺
門
前
式
阿
弥
陀
三
尊」
『
長
野』

一一
O
七 、
一
九
九
九
年） 。

30 

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
鋳
造
技
法
が
用
い
ら
れ
た
理
由
と
し
て、
田
辺
三
郎
助
氏
が
「
木
彫
で

で
さ
る
こ
と
は
鋳
銅
で
も
で
き
る
と
い
う、
技
術
の
誇一不」
（「
鎌
倉
時
代
の
金
銅
仏」
「
三
浦
古

文
化』
九、
一
九
七
一
年）
と
す
る一
方、
野
瀬
文
子
氏
は
善
光
寺
如
来
像
が
生
身
の
弥
陀
と
称

さ
れ
尊
崇
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し、
「
円
覚
寺
像
の
肉
身
部
は、
生
身
の
弥
陀
の
肉
身
を

製
作
す
る
と
い
う
特
別
の
意
識
の
下
に、一言
い
か
え
る
な
ら
ば、
強
い
信
仰
に
裏
付
け
ら
れ
て

鋳
造
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る。」
と
す
る（「
善
光
寺
式
阿
弥
陀
像
に
つ
い
て」
「
鎌
倉』

＝一二、一
九
七
九
年） 。

31 

奥
健
夫
「
鎌
倉
時
代
金
銅
仏
の
鋳
造
技
法
に
関
す
る
調
査
研
究」
『
鹿
島
美
術
研
究
年
報』

二
二、
二
O
O
五
年。

32 

前
掲
注
8、
倉
田
文
作
「
甲
州
普
光
寺
の
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い
て」、
「
善
光
寺
如
来
考」。

33 

た
な
か
し
げ
ひ
さ
「
信
機
善
光
寺
如
来
原
像
の
銅
造
等
身
説」
『
例
教
畿
術』
八
二、一
九
七
一

年。
氏
は、
秘
仏
本
尊
も
等
身
大
で
あ
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
い
る

〔
付
記〕

本
稿
脱
稿
後、
『
例
教
蜜
術』
三
O
七
（
二
O
O
九
年
十
一
月）
で
「
善
光
寺
如
来」
の
特
集
号

が
発
行
さ
れ
た。
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
普
光
寺
如
来
像
が
考
察
さ
れ
て
お
り、
参
考
と
な
る
見
解

も
多
かっ
た。
今
後、
善
光
寺
如
来
像
が
さ
ら
に
脚
光
を
浴
び、
研
究
の
発
展
が
大
い
に
期
待
で
き

る

( 13 ) 


